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対象は，大阪大学附属病院第 1 外科並びに兵庫医大第 1 外科における H病患児13例と正常対照例30
例である。
(1 ) 直腸旺門内圧測定






































(5) H 病における排便障害機構には，壁内神経を欠如する下位結腸の蛸動欠如に加えて， ij工門管の
反射的弛緩の欠如が重要な要因をなす。
(6) 直腸内括約筋反射は直腸旺門管自体に存在する局所反射であり，その反射中枢は壁内神経にあ
る。
論文の審査結果の要旨
本論文は，正常では直腸に伸展刺激を加えると，目工門管は反射的弛緩を起す(直腸内括約筋反射)
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がHirsdrsprung 者では，本反射を全く欠知することに注目し，本反射の発現機序を追求した研究で
ある。
即ち，臨床的に正常人及び Hirschsprung 病において，直腸旺門管内圧測定及びレ線映像解析によ
り，本反射の動態を観察し，次いで実験的に雑種成犬を用い，各種切載実験を施行， 本反射の消長を
検索し，直腸内括約筋反射は，直腸旺門管自体に存在する，局所反射であり， その中枢は腸管壁内神
経にあることを明らかにした。 Hirschsprung 病で本反射を欠如するのは，本症直腸において壁内神
経を先天的に欠如するためである。本論文は Hirschsprung 病の排便障害機構の一端を明らかにした
研究で，学位論文として評価し得ると認める。
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